
事業番号 123

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名
土壌汚染地の有効利用に資する土地取引円滑

化のための条件整備に係る検討経費
事業開始

年度
平成20年度 作成責任者

担当部局庁 土地・水資源局 担当課室 土地政策課 課長　大野　雄一

会計区分 一般会計 上位政策
不動産市場の整備や適正な土地利用のための条件

整備を推進する

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
－

関係する計
画、通知等

・規制改革推進のための３か年計画（再改定）（平成２
１年３月３１日閣議決定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

土壌汚染に関する世の中の関心が高まっている中で、土壌汚染が判明した土地が取引の対象として忌避され、遊休化
してしまうケースが各地で多発している。健康被害の防止の観点のみならず、土地という限られた資源を有効に利用する
ことが重要であることから、土壌汚染地の土地取引の円滑化のための条件整備を行い、土壌汚染地の有効利用を促進
することを目的とする。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

土壌汚染地の有効利用促進の観点から、土壌汚染に関する情報の提供のあり方に関する検討や、対策費用が比較的
安価な完全掘削除去以外の対策手法を普及させるために掘削除去以外の盛土や封じ込め等の合理的な対策により土
壌汚染地を有効活用した事例の調査等を行う。

実施状況

（平成20年度）
・有識者検討会を設置し、土壌汚染関連情報のマップ化についての意義や課題、作成方法等について整理した。
（平成21年度）
・掘削除去以外の対策により有効活用した事例を収集・整理し、他の参考となる27例について概要や対策選択の要因等
をシートに整理し事例集としてとりまとめた。
・47都道府県別に非農地の転用による今後の住宅地需要量と土壌汚染がないと推計される住宅地の種地となる土地と
の関係について分析を行った。

予算の状況
（単位:百万円）（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 9 8 20

執行額 9 8

執行率 98.5% 100.0%

総事業費(執行ベース) 9 8

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

・調査内容や進め方について受注先と適宜打合せ等を行い、適切に業務が実施されるとともに、予算が目的に沿って適
切に使われていることを確認している。
・なお、業務の主たる部分に係る再委託は禁止されているところであるが、主たる部分以外の再委託については、軽微な
もの（印刷、製本等）を除き、再委託承諾申請書を提出させ、支出先・使途を把握している。

見直しの
余地

・平成21年度の成果である事例集についてホームページに掲載したもののまだ十分に周知がされておらず利用されてい
ないことから、今後構築する予定の土壌汚染情報データベースを活用し、関連する情報とあわせた効率的な情報の取得
を可能とするなど、さらなる情報の周知や利用の促進について工夫を図る必要がある。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

補
　
記

【予算科目】
　・286　不動産市場整備等推進費
　　・10-95　不動産市場の環境整備等の推進に必要な経費
　　　・526 総合的土地政策推進経費
　　　　・011 土壌汚染地の有効利用に資する土地取引円滑化のための条件整備に係る検討経費
　　　　　・95016-2123-09　不動産市場整備等推進調査費　               　  （平成21年度予算額）　　　（平成21年度決算額）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　８．０百万円　　　　　　　　　８．０百万円
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費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

A.㈱日建設計総合研究所 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

人件費 技術者等人件費 5.4

その他 印刷製本費、謝金等 0.5

計 5.9 計 0

B.㈱市浦ハウジング＆プランニング F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

人件費 人件費、印刷製本費 2.1

計 2 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0
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